
心模様 4825：パリからの年賀状・苦い想い出 116 

 

今年も 12 ⽉突⼊。年賀状を準備する季節到来。平成 30 年・2018 年、 

パリからの年賀状投函。年始に到着するかどうかわからないので、下記、久楽通信とした。 

数もあって、プリント。宛名書きは、相手を思い浮かべながら、手書き。 

どうしても、乱筆になる。受取⼿は、⼼を込めていないと、お怒りもあるのでは。 

2018 年の年賀状・久楽通信投函は、350 枚。毎⽇、パリの夜ホテルでの宛名書きが懐かしい。 

2019 年の年賀状は、減少 250 枚。丁寧に書かないと、と思いながらも、乱筆の失礼。 

 

 
 

 切⼿代、＠1.32 ユーロ（当時＠128 円） 

切⼿もお好みのものがなかったが妥協。切⼿が、パリらしい絵柄なのかどうか？ 

ハガキの切⼿代、1 枚、168 円、反省と記憶に残る、体験になった。 

 



   

 

⼿書きの⽂⾔も、良かったのかどうか。 

いいとか、悪いとかの問題でなく、年賀状で、何を伝えたいのかが問題。 

元気で、頑張っています。元気発信。愚鈍に 2021 年も。 
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2018 年、パリで、素敵なポストカードはないかと、探したが、枚数も多い。 

⾒つからなかった。万⼀を考えて、上記、久楽通信を準備。 

切⼿を貼る作業も⼤変だった。サンザラール駅前の、郵便局員の⽅にはお世話になった。 

ようやくのことで、年内に 350 枚、投函することができた。予算も想定外。 

古い話だが、アラスカの旅の途上で、作品展の案内状、 

宛名だけだが、1.200 枚、「地球４周ひとり⾏脚」の本に、書いていたのを、思い出した。 

 

 

 
 

 



 
 

 



 
 

 



 


